
第２回神河町学校教育審議会次第

日時：令和 7年 11 月 10 日（月）19：00～

場所：大河内保健福祉センター 福祉講習室

１ 開 会

２ 第 1回会議録の承認

第１回審議会 主な発言趣旨・補足意見（資料１）

３ 報告事項

小規模特認校・特定地域選択制について（資料２）

４ 討議

（１）諮問１

神河町立小学校・中学校の望ましい学級数、望ましい１学級当たりの人数

（２）諮問２

神河町立小学校の校区の考え方

５ その他

（１）第３回審議会日程について

・日時：令和７年１２月１５日（月） 午後７時００分から

・場所：大河内保健福祉センター ２階 福祉講習室

（２）第４回審議会日程について

・日時：令和８年 １月１９日（月） 午後７時００分から

・場所：大河内保健福祉センター ２階 福祉講習室

６ 閉 会

【配布資料】

第２回神河町学校教育審議会次第

第１回審議会 会議録

第１回審議会 主な発言趣旨・補足意見（資料１）

小規模特認校・特定地域選択制について(資料２)
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資料１

第１回審議会 主な発言趣旨・補足意見

※重複して掲載している意見があります。

１ 望ましい学級数、１学級の人数にかかわる発言

〇 複式学級・過少人数の学級を容認する発言

・少人数の学校があるということに納得して移住されている方もいる。

・小規模の学校なので、子どもたちは地域の人たちから守られ大切にされてお

り、家族のような温かさが学校の中にある。

〇 一定の人数がいれば少人数の学級も容認する発言

・自分自身が小学生だった時のことを思い起こしてみると、１学年１学級、１学

級 10 数人の時代だったが楽しく過ごせた。ところが子の世代、孫の世代にな

り少人数の状況がもっと進んで学校が統合されていった。

〇 一定の人数がいる学級の方が好ましいとする発言

・教える立場のものとしては、一定の人数がいる方が豊かな学び合いができる、

意見も出てくる、行事等の活動の幅も広がる、というのは当然だと思う。

・小学校でも委員会活動などの特別活動で社会性や自治能力を育てていくのだ

が、人数が少なすぎて子どもたちの力を伸ばしきれないとか、先生も入らない

と行事が回っていかないというつらさがある。

・一人で学習している教科、学年があり、話し合い活動をする、とか多数の意見

を聞いてそれを分析していく、という学習においては、教員や低学年にもアン

ケートに協力してもらうことで数を確保しなければ成り立たない苦労がある。

・大勢の子どもたち、同級生の子どもたち、１学年上の子どもたち、１学年下の

子どもたちはどう考えているのか、ということを踏まえた学習ができれば、よ

り子どもたちの力が伸びるのではと思っている。

・高学年の子がいないときは子どもたちだけの集団で遊びをすることができな

くて、職員が子どもたちと一緒に遊ぶという状況が生まれている。子どもたち

だけで遊ぶ力というかルールを決めたりするという力もつけてあげたい。

・地域で大切にされている一方、同級生がいないと友達関係の中で認めたり認め

られたりという関係がない。

〇 学校の規模や学級の人数については迷いがある発言

・１学年に１人、２人という中で学ばせるのがいい状況なのかどうかを考えない
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といけない状況なのかなと感じている。

・自分の子どもは、少人数の状況しか知らないので学校は楽しいと言っている

が、中学生になったときに急に人数が増えたときにはどうなるのだろうか、と

いう心配もある。

・寺前小学校も神崎小学校も、10 年先、20 年先を考えるとおそらく過小規模に

なっていると考える。保護者の中には複式学級がいいという人もいれば、いや

だという人もいるだろう。

・子どもたちがだんだん少なくなっていって、大勢の中で育つということが少な

くなり寂しく思う。ただ子どもたちは至って元気で楽しく学校生活を送って

いる。これは先生方がすごく努力されているので笑顔でいるのかなと思って

いる。

・移住してきた人から、「この学校があったからここに来た」という話を聞いた

時はうれしかった。ただ、「学校が無くなったら寂しい」という地域の人の声

や「大勢で一緒に学んだ方がよいと思う」、という声を聞くので自分としては

悩んでいる。

・過小規模の学校はずいぶんと悩まれながら努力を重ねて今の学校を維持され

ているのは間違いないと思う。

・小さい小学校から中学校に通学するようになったとき、どういう適応をするの

かという心配があるが、実際のところはどうなのか知りたい。

２ 校区・地域との関わりに関する発言

・小規模の学校なので、子どもたちは地域の人たちから守られ大切にされてお

り、家族のような温かさが学校の中にある。

・規模が小さくても住んでいる地域の学校で学ばせたいという保護者もいる。今

の地域に住みながら特定地域選択制を活用して違う校区にある学校に通わせ

たい、という保護者もいる。

・少人数の学校があるということに納得して移住されている方もいる。

・移住してきた人から、「この学校があったからここに来た」という話を聞いた

時はうれしかった。ただ、「学校が無くなったら寂しい」という地域の人の声

や「大勢で一緒に学んだ方がよいと思う」、という声を聞くので自分としては

悩んでいる。

・学校が統合するたびにそれぞれの学校が持っていた文化が消えていってしま

って残念だと感じている。

・地域にとって学校はどういう立ち位置なのか、どうして残してほしいと思うの

か、ということを地域自身でもう少し議論してほしいと思う。

・学校があることによって地域はどんな恩恵を受けているのか、ということを各
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地域で協議することによって自分たちが住んでいる地域がどんな地域なのか

ということを再発見することにもつながると思っている。

・寺前小学校も神崎小学校も、10 年先、20 年先を考えるとおそらく過小規模に

なっていると考える。保護者の中には複式学級がいいという人もいれば、いや

だという人もいるだろうから、少しずつでよいので今の校区をなくしていっ

て欲しいと思う。

（補足意見から）

・（学校が統合される場合は）地域の方々が参加してきた各学校行事や特色ある

行事を、新しい学校でも継承、開催できる仕組み作りをお願いしたい。

３ 通学方法に関する発言

・子どもの数が少なくなり、子ども会が成り立たなくなっている。

・今後は、登校班も成り立たなくなっていくと考えている。

・朝の登校準備の子どもの行動をみていると、親が送り迎えをする場合は子ども

の甘えが強い。しかし登校班で通学する場合は、ほかの子のことを気遣った行

動をとることができているように思う。

・同じ区内で、学校までのわずかな距離の差で徒歩通学とバス通学が分かれると

いう現状がある。

・保護者の送り迎えについていうと、特に朝の時間帯はあわただしい上、子ども

の甘えもありストレスも多く、保護者にとっては負担が大きい。

・体力のことを考えると、必ずしもすべてバス通学がいいとは思わない。

・登下校時の安全確保に関わり、熊の出没も課題となってきている。

・昨年は熊の出没などのこともあり、登校班に合流するまでの間一人になる子ど

もの保護者が非常に心配されていたこともある。

・安全を考えれば、スクールバスにこだわらず、子どもたち全員を、例えばコミ

ュニティバスやデマンドバスなどで通学させるという方向にシフトしていく

という考え方もあるのかなと思う。

・熊の件など、安全を脅かす問題だというふうに考えると、今後、全ての子ども

たちをスクールバスで、ということも必要なのかなとは思う。ただ、一方で、

子どもたちが歩いて登校する道すがらいろんなことを見聞きして学んでいく、

ということがそがれていく、という弊害をどう捉えるのかという課題もある。

（補足意見から）

・統合により通学距離が長くなる児童が増えることが予想される。朝の登校時

間帯でも気温が高く、重いランドセルを背負っての徒歩は熱中症のリスクが高

い。交通事故対策、熊対策、不審者対策など多くのメリットがあるため、スク

ールバスの導入をお願いしたい。保護者にとっても、送迎の負担が減り、共働
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きでも安心して通学させられる。

４ その他

・１学級当たりの最少人数、最大人数というのはあるのか、知りたい。

・移住して来られる方がいるのは理解できる。一方、校区の学校が小さいという

ことで移住をためらう人もいるのではないかと思うが、そのような事例があ

れば教えてほしい。

（補足意見から）

・通学環境や特色ある行事の継続、子どもたちのケアについて、十分な検討と配

慮の上であれば、小学校統合の方向性について基本的には賛成と考える。

・（学校が統合される場合は）いちばん影響を受けるのは子どもたちなので、ス

クールカウンセラーの活用など、サポート体制の整備をお願いしたい。

・特認校制度について（県内事例、制度の内容など）の詳細説明が欲しい。

・特定地域選択制について（県内事例、制度の内容など）の詳細説明が欲しい。

・学校規模として、子どもたちの社会性を育むための児童数を知りたい。
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資料２ 

小規模特認校・特定地域選択制について 

 

小規模特認校制とは 

特認校制 従来の通学区域は残したままで、特定の学校について、通学区域関係なく、当該

市町村のどこからでも就学を認めるもの 

 

１ 小規模特認校制度とは 

 小規模特認校制度は、文部科学省による「通学区域制度の弾力的運用について（通知）」 

（平成９年１月２７日付け文初小第７８号文部省初等中等教育局長通知）以降に導入された

「学校選択制」の一つである「特認校制」のうち「小規模校」において取り入れられている

制度です。 

 

メリット 

きめ細やかな指導 

少人数なので、児童生徒一人ひとりに教員の目が行き届きやすく、個々の習熟度や個性に合

わせた丁寧な指導が期待できます。 

特色ある教育活動 

自然豊かな環境を活用した体験学習など、学校独自のカリキュラムが充実していることが多

いです。 

豊かな人間関係 

学年や先生、地域の人々との交流が密になり、縦割り活動などを通じて多様な年齢の人と深

く関わる経験ができます。 

学校や地域の活性化 

通学区域外からの児童生徒が増えることで、児童生徒数の減少に歯止めをかけ、学校や地域

の活気を取り戻すことができます。 

学び直しや再スタートの機会 

少人数の温かい環境が、不登校傾向にある児童生徒にとって、人間関係を再構築し、学校生

活に再挑戦するきっかけとなることがあります 

 

デメリット 

人間関係の固定化 

クラス替えがないため、児童生徒同士の人間関係が固定化しやすく、トラブルが起きた際に

解決が難しくなる場合があります。 

競争心の不足 

集団の人数が少ないため、運動会や授業などで切磋琢磨する機会が少なく、競争心が育ちに

くい側面があります。 
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中学校進学後の適応 

少人数の環境から、大人数の学校に進学した際に戸惑いや気後れを感じ、適応に困難を来す

可能性があります。 

教員の負担増加 

教員数が少ないため、一人が複数の校務を兼務したり、複式学級を担当したりする負担が大

きくなる場合があります。 

保護者の負担 

通学区域が広範囲になるため、保護者の送迎や通学手段の確保が負担となる場合があります。 

学区内の友人関係の希薄化 

学区外から通学する児童生徒は、地域の同級生との交流が少なくなるため、住んでいる地域

での友人関係が築きにくくなります。 
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兵庫県下の状況 

神戸市（２校） 

六甲山小学校 （４９人制度利用） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 全校児童 

在校生 11 人 12 人 7 人 12 人 9 人 13 人 64 人 

藍那小学校北区 46 人（全員校区外児童） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 全校児童 

在校生 8 人 6 人 7 人 11 人 7 人 7 人 46 人 

 

宝塚市（小学校 1 校・中学校 1 校） 

西谷小学校 （１名制度利用） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 全校児童 

在校生 3 人 5 人 4 人 5 人 5 人 5 人 27 人 

 

三田市（１校） 

母子小学校 （９名制度利用）（完全複式学級） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 全校児童 

在校生 1 人 0 人 3 人 2 人 4 人 1 人 11 人 

 

姫路市立（２校） 

莇野小学校 （３４名制度利用） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 全校児童 

在校生 6 人 5 人 16 人 6 人 11 人 13 人 57 人 

安富北小学校 （７名制度利用） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 全校児童 

在校生 2 人 3 人 3 人 5 人 6 人 4 人 23 人 

 

 

西脇市（１校） 

双葉小学校 （１１名制度利用）（完全複式学級） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 全校児童 

在校生 7 人 2 人 4 人 7 人 3 人 7 人 30 人 

 

豊岡市（１校） 

八代小学校 （ １名制度利用）（完全複式学級） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 全校児童 

在校生 1 人 1 人 3 人 2 人 2 人 2 人 11 人 
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猪名川町（２校） 

揚津小学校 （６名制度利用） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 全校児童 

在校生 7 人 3 人 6 人 3 人 14 人 13 人 46 人 

大島小学校 （１名制度利用） 

 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 全校児童 

在校生 4 人 9 人 8 人 7 人 6 人 4 人 38 人 
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特定地域選択制とは 

従来の通学区域は残したままで、特定の地域に居住する者について、学校選択を認めるもの 

 
猪名川町（中学校 1 校） 

地域 指定校 選択校 

猪名川中学校区 猪名川中学校 清陵中学校 

 


